 ２ 平成18年度 地域別の指標と特徴

	伊  豆
	・観光交流客数は4,105万人、前年度比97.6％、シェアは30.5％。

・宿泊客数は1,233万2千人、前年度比102.2％、シェアは64.2％。

	
	・夏の海水浴客は７月の長雨と８月の台風の影響により前年度比93.5％（約11万人の減）となった。

・宿泊客数は、熱海、伊東、伊豆、伊豆の国等の主要な観光地において、回復傾向が見られた。西伊豆地区では、松崎町、旧土肥地区では増加したものの西伊豆町では前年割れとなった。

	富  士
	・観光交流客数は2,523万人5千人、前年度比103.6％、シェアは18.8％。

・宿泊客数は130万9千人、前年度比99.2％、シェアは6.8％。

	
	・富士登山者数（新五合目への入込み数）は、前年度比 93.6％（約2万人の減）となった。
・暖冬の影響等もあり、富士山周辺テーマパークの入込み客数が増加した。

	駿  河
	・観光交流客数は2,699万１千人、前年度比100.3％、シェアは20.1％

・宿泊客数は146万5千人、前年度比103.1％、シェアは7.6％。

	
	・大道芸ワールドカップ等増加したイベントもあるが、天候等の影響により、
　全体としてはイベントへの入込み客数が減少した。
・ショッピングセンター等の複合商業施設への入込み客数が増加した。

	奥大井
	・観光交流客数は98万3千人、前年度比95.0％、シェアは0.7％。

・宿泊客数は8万5千人、前年度比103.4％、シェアは0.4％。

	
	・日帰り温泉施設への入込み客数が減少した。
・寸又渓谷への入込み客数が減少した。
・川根町、川根本町とも宿泊客数が増加した。

	西駿河
	・観光交流客数は798万3千人、前年度比96.3％、シェアは5.9％。

・宿泊客数は63万5千人、前年度比98.9％、シェアは3.3％。

	
	· 夏の海水浴客は７月の長雨と８月の台風の影響により前年度比87.3％（約11万人の減）となった。
· イベントへの入込み客数が減少した。

	中東遠
	・観光交流客数は1,489万7千人、前年度比114.9％、シェアは11.1％。

・宿泊客数は95万1千人、前年度比105.4％、シェアは4.9％。

	
	· ＮＨＫの大河ドラマ「功名が辻」の放映により、関連施設への入込み客数が増加した。
· 新たにエコパを調査対象に加えたため、袋井市の入込み客数が増加した。

· 宿泊客数は、磐田市や掛川市以外では前年度比が２桁以上の伸びがあった。

	西北遠
	・観光交流客数は1,735万9千人、前年度比102.2％、シェアは12.9％。
・宿泊客数は244万6千人、前年度比97.6％、シェアは12.7％。

	
	· 動植物園等のテーマパークや、博物館等の文化施設への入込み客数が増加した。
· 宿泊客数は、前年度は「愛・地球博」の影響により増加が見られたが、今年度はその反動により減少した。








